












0 1 7 F e a t u r e I C T，社会変革，オープンなネット参加

ニケーションではなく，緻密なデータ収集や制御のための利用などに注力した方が
よいのではないか，という可能性も考えられる．日本人は細かい部分に注意を払っ
て製品の完成度を高めていくことや，安全性や安定性を追求して頑強な製品を開発
すること，サービスを尽くすことなどが得意だとされる．そう考えると，ハイエン
ド向けの贅を尽くした製品やサービス，リスクを抑えることが極めて重要な分野・
市場に特化することにこそ，日本の道があるのかもしれない．
　こうした問題についてパネル討論を通じて打ち出された方向性は，日本にもオー
プン化はできる，というものだ．特に若い層には，ネットやICTを積極的に使い
こなせる者が多く，シニアリーダー層がその活躍を阻まなければ，改革の可能性も
ある．また，技術を使いこなすことができないが故に，未知のものに恐怖を抱くよ
うな形で，ネットを過剰に警戒しているという可能性も示唆されたように思う．た
とえば，ネットオークションでの詐欺の被害額は，銀行ATMと電話による振り込
め詐欺の被害額よりもかなり少ない．振り込め詐欺があるからと言ってATMや電
話を問題視する人はいない．これは，ネットリテラシーが高い人の中には，詐欺や
荒らしがあるという理由でネット自体を問題視する人が少ないことと相似である．
そうであるなら，リテラシーを高めていくことで克服できる問題も多いだろう．ま
た，パネル討論の中で津田大介氏やケビン・ワーバック氏が指摘したように，ユー
ザーのリテラシーの低さを補うような技術を積極的に開発・援用することも有効だ
ろう．そうして技術に馴染んでいけば，日本もオープンな社会へ踏み出すことはで
きるし，そのリスクに耐えられないわけではない．そしてそのような変化は，イノ
ベーションのためにも，政府などの変革のためにも必要だというのが，フォーラム
から得られた基本的な示唆である．
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★1 ── 註と参考文献を含むより詳細なバージョンは，GLOCOMのウェブサイトに
掲載予定．


